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熱力学の煩雑な式処理問題対策に 
理想気体の状態方程式 nRTPV = の式変形 

Rは定数だから，
nT
PV

＝一定 

気体の質量をw，分子量をM とすると，
M
wn = と上式より，
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気体の密度を r とすると，
V
w

=r と上式より，
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＝一定 

断熱変化の式変形 

 Pと Vの関係式 
gPV ＝一定 

Tと Vの関係式 

気体の物質量を nとすると 1-=×= ggg nRTVV
V
nRTPV ， 

nRは一定だから， 1-gTV ＝一定 
 Pと Tの関係式 

gPV ＝一定より， ( ) 1-ggPV ＝一定 ( )11 --\ ggg VP ＝一定 ・・・① 

 1-gTV ＝一定より， ( )gg 1-TV ＝一定 ( )1-\ gggVT ＝一定 ・・・② 
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補足：
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